
―――――― 歴代組合長 理事長の横顔

野 原 文 四 郎

(前略)lll治の元老伊藤公 (博文)は ,初物食ひと襦せられた

程,あ らゆる栄職の初代を占めた。

翁(野原文四郎)の飯田での場合もそれに似て居り,l■l工会議

1  所会頭,信用組合長,消防Y・E頭,市長等々:鍵kの初代に推

|  され,遵には彼の翼賛選挙の場合の如き,心ならずも推薦者
の地位に据えられ,名実共に飯田の第一人者たる事を裏づけ

られた。

それ丈あらゆる部面に於ける初代責任者としての,結成から

運営への人知れぬ労普と貢献とは多大であった志,今残るそれ

らのFI体 は苦労を多としている事だらう。最も留意すべきは

これ等の重職を:続 き初物食ひをなさしめたと云ふ衆望の帰一し方, さうさせられた翁のあり

方であらう (中略)。

第1野原さんは「聡明」であった。学識が豊富でなかったのを常識によって補填して居り物事

に対する判断をあやまたなかった。世評は輸 明すぎる」とさへ云ってゐた「中略)。 そして第2

に「内側」」だ。一口に外柔内剛と云ふ。持って生れた長者風の温よかさで寸分巧まざるものである。

外観の温容さを以てして内心には負|す ん気の,進んで戦ひとる卜の気丈さと気斑と,そ して一

面デッと忍苦囃 座し得る体の気強さをf・fっ て居た。

そこへ持って行って「度量」が広かった。一口に野原さんは「敵のない人」と云はれたが,つ いぞ

人を1曽んだためしがない。だから敵の出よう答はなかった (中略)。

そしてそれ|1性得の「明朝」さによって裏付けされてゐた。F/1る い感じ,晴々しさは態度の上に,
その音声の上に妬ましき迄にふくれ上ってゐた。心からの明朗きである。と云って「周到」さは

ズバ抜けてみたから,積極的に進ャ場合であっても石橋をたたいて液る体の用意深さから,あ
ぶなげはなくしくじりはしないし,明朗な割に消極的な歩み方,進み方をした。

そして「無慾Jであることが前掲の5つの特長を生かせたのである。道義のすたれた今日,公

事に尽した先人に対して愛敬の念を注ぐと云った風の観念も薄れてゐるのに,野原さんに対し

てだけは,相当多数尊信愛敬してある者があり,殊に未知不識の人逮にあると云ふのには此の

無慾が一番にはたらきかけている。だから翁の働き盛りに之だけは有象無象にもハッきりと知

られていた。よって以で前記の5特長が生き,世にも人にも重んじられたと云ってよぃ。通じ

て此の6特長に由る本質的野原さんが生彩を放ら, それを懸づけてぃたのが「金」であり「氏」

であったと云へる (中略)。

止ヒ処に大書すべきは次の金文字だ(勝海舟所言)    .

処世超然  応接笛然   有事樹然   無事澄然   得意淡然  失意泰然
翁は壮年時,之れを座右の銘としやうとし会々来飯中の東久世通稽伯の連筆を1潰Ъし懸額と

して居室に掲げ,居常之れだ窺蹴,そ の体得に労め,六然とも号した。六然の1つ 1つが翁に

ビタリとくっついでゐたが中で最もイタについてみたのが「有事軒然」であり,之れこそは翁の

独壇場であった (中略)。

財界部面では断然此の「有事絣然」振りを発揮してゐる。昭和6年百十七銀行があはや取付け

に会はうとし急拠休店した。峡谷未曾有の金融恐慌来であった。此時,伊那銀行重役(当組合

長)で あった翁は全財産を提供しても預金者に波及せしめずと時期の 収 擢に乗り出し,一

気‖■成に恐慌米を防止して百十七の再起に資した。此救急策こそは翁なればこそ出来た。それ

丈此間の消長を知る者は翁の飯田第一人者たる事を再確認した。

と云へば昭和15年の銀行合同に際しても翁は立って指導者となり,急速度に之を決行した。

そして更に八十二銀行への合流の場合にも産婆役として重要な役割を果した。

■iく てその「有事職然」は最も翁の超凡を物語るが咋春の大人過ぎの家庭における老来の頑張

りこそは知る者をして思はず感泣にむせばしめた (中略)。

22年 4月 20日 の正午近く,現bげ鳥卜彗蛇の音のやうにめらめらと市内の一角にゆらめいた。

と見る間に(中略)溶鉱炉の人のような猛然たる人勢に変じて,四方八方へ燃えひろがった(中 R勧。

翁|ま身 1つ で上飯田方面へ難を避けた。亥1-亥」と燃えさかり行く情報を受けていたが,やがで

扇‖」の別荘が辛くも延焼を寛Ъたと云ふ情報を受けた。とキァとして立ち上った翁である。(中略)

77の 老嘔, しかも十1・l年来の宿病で起居に不自由をかこっていた翁。持ち味の「有事薪然Jがカ

′キリと翁を人の玉にしてゐた。踏む足も軽やかに闘志に燃えさかる意気,壮年1キ代のそれにチ

′卜も変りなく別荘へ着いた。そして驚くべき事には, ものの1時間とたたないうち, まだ炎

々と燃えさかる本邸のあたりを,lT年のやうな体の取廻し方で踏査している健気な翁あるを見

出したのだった(下略)。

「野原文四郎」 (飯田信用金庫所蔵 )

下平政一著『飯日の第一人者」より
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飯田町書用組合弼足

の深刻な恐慌の芽を見ることができる。

組合は庶民の砦として立ち上った。役職員
が一九となって組合精神を町民に説き勤険貯蓄

を

信用程度

曾

ゆ
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]番[量影予

loo日以下の場合は2銭 5厘 と2銭 6厘に,:き下げた。

事務所の建築を記念して出資を募集,こ れに応
じた人たちはカロ入金と増口金の免除を行

つ

た。」00円定額貯金を設け年利6分を7分
にしたのも効果があつたo

貯金を金額別に見るとやはり100円 以下
が断然多く能4人が1万 5,1%円 余を貯金, 1人

当

たりでは24円余となっている。

・なおFi年度の剰余金は3,508円 7/0簿にはね止った。

この年 2月 18日全国市街地信用組合
laJ会が結成され都市金撃

機関としての性格をはっきりさ

せるため産業組合法から離脱,大蔵省の尊管とす
べきだとして政府への働きかけを始め

てい

る。当組合も協会に加わり2年 11月 25日 ,第 S回県下市衛
地ならび呼

準市街地償用組合協議会

を飯田町で開いた。

(0 初代組合長のこと

初代組合
[][薔;][1曇[警Iな番[曾1量[吾][lil量彙妻[憾『k頭郡会議員

等ユ就任スルフト永年,現‐飯田商工会議所会頭,所得税調査員
,営業税調査員,「野県酒

造組合聯合会首1会長,学務委員等ノ職
ニアリJ

今から300年はど前の飯田商人分限見立競 (長着番付
)に 頭取綿屋文暉郎の名がある。「綿

屋」・は近江商人が飯日に住みついた人たちとの雛があり東関脇
に綿晟与兵衛,西関脇に綿風半

二郎などの名が見える。

飯欄藩宗Fl奉行所常置の宗Fl改帳,正徳2年 (■712)i議載
の町役人名中に帥屋文四郎とあ′

野原家はこのころ既に町で菫きをなしていた。続
いて革/111年 (V震 ),天明3年 (1733)分

も文四郎は間屋として名を連らねている。商売は造り酒屋
で宝暦 2年 (1752)から質量を兼業

した。

当組合の初代組合長l■明治23年 (1889)3112日 ,国家
10代文七郎長女きね子と結婚,11代

を継いだ。明治2年 (1869)10月 21日伊那郡南向村(中川村)の
振農高坂兼輔の次景に生まれ
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第 3章 大正デモクラツー

幼名を胤雄 と云ったが婚後文四郎を名乗 った。叔父に桑原保松がいた。南向きっての豪農 ,推

されて県会議員とな り家業を見る暇がなかったころ村の小学校を出ただけの場の胤雄を事iき取

り家の切 り盛 りをさせた。この叔父は漢学の造詣も深 く歌句をよくし書道た秀でてお り宗昔と

号 した。多感な少青年時代を桑原家 c・過 したことが彼を大成させる原因となった。 、
数えの33歳で町会議員,39歳で郡会議員となり明浄鯰年(1900)3月 ,41歳 で町長となっ

た。それまで渡辺猶人,伊原五郎兵衛,上柳喜右衛門,本下与八郎といった町の長老絡が占めて

きた椅子に政界では「着い者Jの中に入る彼が職いたことは町民の目を見はらせた。が既にそ

れだけの貫禄識見を兼ね備えており3期にわたって職責な全うした。この間町の将来を考え飯

興小学校の都校を浜井場と大久保に建設,難問題とされていた町営

火葬場を鼎の八幡原に設けている。江戸時代の積摺太牛春台邸b「約

∞坪 (坪 3.3平方メートル)を町費で買い入れ保存の逢を致したの

彼ヽの町長時代である。

その後しl・Iら く家業の酒造に専念している。銘柄を御国蓄,富士

正宗,立浪と云った。下伊那洒造組合長になり地酒の品質向上,増

産に努めた。

すでに飯日の政財界に於ける一人者となった彼の横顔については

冒顕の初代当組合長の項に引用した下平政一著述に尽きる。

戦後財産税の賦課,農地開放,さ らに飯田の大火等に遭って家産を失い昭和26年 (1951)2月

卒。行年81であった。
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